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新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１
月

12
日
、
湯
本
小
学
校
屋
外
運
動
場
に

お
い
て
、
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
町
の

安
全
確
保
に
尽
力
し
た
消
防
団
員
の

表
彰
の
ほ
か
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
や
踊
り
、

ま
た
、
消
防
署
員
に
よ
る
演
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
車
両
13
台
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
の
後
に
は
、
早
川
で
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
、
華
や
か
に
新
春
を
飾

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。〔
順
不
同
敬
称
略
〕

〔
町
長
表
彰
〕

◎
優
良
表
彰

渡
邉
貞
明
（
宮
ノ
下
）、
大
場
基
喜

（
元
箱
根
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
勤
続
）

　

渡
邉
貞
明
（
宮
ノ
下
）、
大
場
基

喜
（
元
箱
根
）、
岩
本
幸
信
、
齊
藤

義
和
、
瀧
口
勝
幸
（
仙
石
原
）、
渡

辺
敬
三
、
加
藤
芳
明
（
大
平
台
）、

加
藤
幸
弘
（
須
雲
川
）、
日
下
財
、

小
川
新
一
（
湯
本
）、
露
木
康
之

（
湯
本
茶
屋
）、
高
畠
敏
栄
、
坂
東

浩
行
、
広
井
愛
旦
（
宮
城
野
）　
　

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
勤
続
）

　

石
島
鉄
也
（
小
涌
谷
）、
永
井
孝

司
、
吉
田
昌
伸
（
湯
本
）、
小
松
邦

光
、
米
山
雄
二
郎
（
湯
本
茶
屋
）、

田
幡
憲
一
（
須
雲
川
）、
和
島
勝
美

（
強
羅
）、
八
巻
孝
仁
、
大
堀
光
正
、

勝
俣
操
（
仙
石
原
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
10
年
勤
続
）

　

後
藤
聡
、
橋
上
賢
太
、
内
田
大

輔
（
湯
本
）、
渡
邊
勝
巳
、
上
田
知

弘
（
大
平
台
）、
脇
本
一
真
（
宮
ノ

下
）、
髙
波
健
一
（
小
涌
谷
）、
川

久
保
一
浩
、
酒
寄
繁
基
（
強
羅
）、

勝
俣
明
也
、吉
住
健
一（
仙
石
原
）、

仁
階
堂
誠
、杉
山
智
一（
元
箱
根
）、

中
里
栄
作
（
箱
根
）

〔
県
知
事
表
彰
〕

◎
永
年
勤
続
20
年
優
良
消
防
団
員
表
彰

　
野
頼
正
（
小
涌
谷
）、
福
住
治
彦

（
湯
本
）、
古
谷
英
司
（
箱
根
）

〔
県
消
防
協
会
足
柄
下
支
部
長
表
彰
〕

◎
優
良
表
彰　

　

勝
俣
浩
一
（
宮
城
野
）、
石
井
英

秋
（
仙
石
原
）、
野
頼
正
（
小
涌
谷
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
勤
続
）

　
町
長
表
彰
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年

勤
続
）
に
同
じ

〔
消
防
団
長
表
彰
〕

◎
優
良
団
員
表
彰
　

　

伊
藤
和
生
、
安
藤
豊
、
森
下
良

（
湯
本
）、
澤
村
吉
之
（
塔
之
澤
）、

福
住
達
人
（
湯
本
茶
屋
）、
鈴
木
佳

祐
（
大
平
台
）、
井
上
美
智
雄
（
小

涌
谷
）、
小
堀
善
和
、
勝
俣
佳
也

（
宮
城
野
）、
桐
谷
高
史
、
飯
山
雅

樹
（
強
羅
）、
塩
川
正
人
、
高
澤
諒

大
（
仙
石
原
）

☎
８
５
丨
７
７
５
０

        

自
治
功
労
者
を
表
彰

　                  

賀
詞
交
換
会
の
席
上
で
披
露

　
箱
根
町
賀
詞
交
換
会
が
１
月
6
日
、

約
３
６
０
人
の
参
加
の
下
、
箱
根
ホ

テ
ル
小
涌
園
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
賀
詞
交
換
会
に
先
立
ち
、

町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
平
成
28
年
度

自
治
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
町
政
の
推
進
と
公
共
の

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表

彰
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
54
回

目
と
な
り
ま
す
。

【
功
労
表
彰
】
（
敬
称
略
）

○
望
月
良
臣
（
強
羅
）

〇
千
代
田
紹
禎
（
湯
本
）

　
永
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
社

会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
地
域
社
会

の
浄
化
を
図
り
、
個
人
お
よ
び
公
共

の
福
祉
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
。

公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
等
表
彰

　
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
表
彰
式
が
12

月
10
日
、
東
京
都
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ

ー
デ
ン
シ
テ
ィ
品
川
で
行
わ
れ
、
箱

根
町
体
育
協
会
副
会
長
の
阿
部
佳
信

さ
ん
（
箱
根
）
が
公
益
財
団
法
人
神

奈
川
県
体
育
協
会
よ
り
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
上
級
指
導
員
と
し
て
推
薦
を
受
け
、

永
年
に
わ
た
り
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
と
し
て
、
地
域
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

組
織
の
発
展
に
尽
力
し
、
箱
根
町
お

よ
び
県
体
育
協
会
の
役
員
と
し
て
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
普
及
へ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
同
協
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

箱
根
町
体
育
協
会
表
彰

　
町
体
育
協
会
は
１
月
17
日
、
箱
根

ホ
テ
ル
小
涌
園
で
、
平
成
29
年
箱
根

町
体
育
協
会
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
住
民
の
社
会
体
育

の
振
興
・
発
展
に
顕
著
な
功
績
を
残

し
た
個
人
お
よ
び
団
体
を
表
彰
し
て

お
り
、
今
回
は
次
の
10
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
（
順
不
同
、
敬
省
略
）

【
感
謝
状
】

　
永
年
に
わ
た
り
、
社
会
体
育
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

◎
中
村
光
章
（
湯
本
）

◎
髙
木　
徹
（
宮
ノ
下
）

【
功
績
表
彰
】

　
永
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
体
育
会

理
事
と
し
て
地
域
の
体
育
振
興
に
尽

力
さ
れ
た
功
績

◎
河
合
栄
治
（
湯
本
）

◎
金
子
貞
之
（
宮
ノ
下
）

　
永
年
に
わ
た
り
サ
ッ
カ
ー
協
会
理

事
と
し
て
地
域
の
体
育
振
興
お
よ
び

協
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

◎
佐
藤
尚
由
（
湯
本
）

　
全
国
大
会
な
ど
の
著
名
な
大
会
に

出
場
、
ま
た
は
優
秀
な
成
績
を
残
し

た
功
績

◎
萩
野
舞
子
（
湯
本
）

　
第
85
回
全
国
高
等
学
校
卓
球
選
手

　
権
大
会
女
子
学
校
対
抗
の
部
出
場

◎
海
本
龍
輝
（
大
平
台
）

　
第
20
回
関
東
選
抜
新
人
陸
上
競
技

　
大
会
出
場

◎
勝
俣
航
希
（
二
ノ
平
）

　
第
69
回
関
東
高
等
学
校
駅
伝
競
走

　
大
会
（
出
場
48
チ
ー
ム
）

　
第
3
区　
区
間
30
位

◎
稲
毛
も
あ
な
（
宮
城
野
）

　
第
39
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

　
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競

　

技
大
会 

10
歳
以
下
女
子
平
泳
ぎ

　
第
28
位

◎
野
地
嵩
良
（
宮
城
野
）

　

第
40
回
関
東
中
学
校
相
撲
大
会 

　
ベ
ス
ト
16

消
防
自
動
車
更
新
！

　
消
防
署
箱
根
分
遣
所
の
水
槽
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
こ
の
車
両
は
、
道
路
の
せ
ま
い
地

域
に
お
け
る
活
動
や
、
車
両
の
大
型

化
に
よ
る
運
転
免
許
の
問
題
な
ど
、

今
後
の
消
防
活
動
を
見
据
え
計
画
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
雪
道
や
悪
路
な
ど
の
走
破

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
四
輪
駆
動
方

式
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
従
来

１
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
積
載
し

た
場
合
、
重
量
制
限
に
よ
り
４
ト
ン

ベ
ー
ス
車
両
以
上
と
い
う
常
識
を
根

本
的
に
見
直
し
、
新
た
に
開
発
さ
れ

た
１
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
繊
維
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
水
槽
を
使
用
し

ま
し
た
。
ま
た
、
資
機
材
収
納
ス
ペ

ー
ス
や
ボ
デ
ィ
ー
の
ぎ
装
部
分
は
ア

ル
ミ
パ
ネ
ル
を
使
用
す
る
な
ど
、
徹

底
的
な
軽
量
化
を
図
り
、
従
来
の
性

能
を
継
承
し
つ
つ
、
３
ト
ン
車
両
ベ

ー
ス
に
１
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
を

積
載
し
た
全
国
初
と
な
る
車
両
を
導

入
し
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
消
防
団
「
第
２
分
団
第
１
部
（
山

崎
地
区
）
」
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
が
更
新
さ
れ
、
平
成
28
年
12

月
19
日
、
役
場
本
庁
舎
前
で
交
付
式

お
よ
び
配
属
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
車
両
は
、
資
機
材
の
軽
量
化
を

図
る
な
ど
操
作
性
が
向
上
し
、
ま
た
、

４
輪
駆
動
を
採
用
し
て
い
る
た
め
荒

れ
た
路
面
の
現
場
で
も
進
入
が
容
易

で
あ
る
な
ど
、
機
動
性
に
も
優
れ
た

車
両
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
最
新
鋭
の
消
防
団
車
両
を
駆

使
し
た
火
災
現
場
な
ど
で
の
消
防
団

員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

消防出初式

左から、沖津 弘幸 議長　望月 良臣さん　山口 昇士 町長 千代田 紹禎さん

広報はこね　2017.February

広報はこね　2017.February 23



　
１
月
9
日
、
箱
根
ホ
テ
ル
小
涌
園

で
『
感
謝
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

箱
根
町
の
新
成
人
は
１
３
５
人
。

　
式
典
で
は
山
口
昇
士
町
長
、
町
教

育
委
員
会
勝
俣
正
志
委
員
長
、
来
賓

を
代
表
し
て
町
議
会
沖
津
弘
幸
議
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
、
鈴
木

茉
妃
さ
ん
（
仙
石
原
）
か
ら
成
人
と

な
っ
た
抱
負
や
地
域
の
方
々
へ
の
感

謝
の
想
い
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
祝
い
に
駆
け

つ
け
た
恩
師
や
来
賓
の
方
々
、
町
の

関
係
者
ら
が
見
守
る
中
、
成
人
式
実

行
委
員
会
の
企
画
・
運
営
で
、
『
前

途
洋
洋
』
を
テ
ー
マ
に
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
恩
師
の

方
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集
め
た

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
来
場
さ
れ
た
恩
師
の

方
々
や
新
成
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

そ
の
や
り
と
り
に
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
恩
師
の
方
々
も
成
長
し
た
新
成
人

の
皆
さ
ん
の
姿
に
大
変
喜
ん
で
い
る

よ
う
で
し
た
。

　
大
人
と
し
て
の
責
任
感
や
自
立
心

を
新
た
に
ま
と
い
、
未
来
に
向
か
っ

て
い
く
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
目
は
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
様
々
な
こ
と
が
待
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
日
の
思

い
を
忘
れ
ず
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
。

休
日
収
納
・
収
納
相
談

窓
口
を
開
設

日
　
時　
２
月
26
日
㈰

　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

場
　
所　
役
場
本
庁
舎
２
階　
税
務

課※
役
場
開
庁
日
の
業
務
時
間
内
に
お

い
て
も
、
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

納
付
で
き
る
税
目
な
ど

・
町
税
（
町
県
民
税
、
固
定
資
産

　
税
、
軽
自
動
車
税
）　

照
会
先　
税
務
課(

収
納
係)

☎
８
5
―
９
５
７
３

平
成
28
年
度

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度

の
調
査
結
果

　
環
境
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
か
ら
排

出
さ
れ
た
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
濃
度
を
法
律
に
基
づ
き
測
定
し

た
結
果
、
国
の
基
準
値
（
１
ナ
ノ
グ

ラ
ム
―TEQ

/N

㎥
以
下
）
を
満
た

し
て
い
ま
し
た
。

測
定
値

・
１
号
炉　
０
．
４
１
ナ
ノ
グ
ラ
ム

　
―TEQ

/N

㎥

・
２
号
炉　
０
．
２
０
ナ
ノ
グ
ラ
ム

　
―TEQ

/N

㎥

※
１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
＝
１
０
億
分
の
１

グ
ラ
ム

照
会
先　
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
８
３
―
６
５
９
６

商
工
従
業
員
表
彰
式
・

講
演
会
の
開
催

　
平
成
28
年
度
商
工
従
業
員
表
彰
式

を
開
催
し
ま
す
。

　
町
内
の
商
工
従
業
員
で
優
良
従
業

員
、
永
年
勤
続
者
（
20
・
30
年
）
、

の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
表
彰
式
終
了

後
、
男
女
共
同
参
画
講
演
会
（
自
由

参
加
）
を
行
い
ま
す
。

　
講
演
会
は
『
イ
ク
メ
ン
・
イ
ク
ボ

ス
～
育
て
る
男
が
社
会
を
変
え
る
～
』

と
題
し
男
性
の
家
庭
で
の
役
割
を
学

ぶ
も
の
で
す
。

日
　
時　
２
月
９
日
㈭

・
表
彰
式　
10
時

・
講
演
会　
10
時
40
分

場
　
所　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

照
会
先　
観
光
課☎

８
５
―
７
４
１
０

未
病
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修

　
「
未
病
」
と
は
、
こ
こ
ま
で
は
健

康
、
こ
こ
か
ら
は
病
気
と
明
確
に
区

分
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
健
康
と

病
気
の
間
で
、
連
続
的
に
変
化
し
て

い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
生
活
の
中
で
心
身
の

変
化
に
気
づ
き
、
体
調
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
心
身
に
起
こ
り

や
す
い
変
化
や
そ
の
予
防
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時　
３
月
８
日
㈬

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
　
所　
さ
く
ら
館
２
階
会
議
室

テ
ー
マ　
講
演
と
実
技
（
椅
子
で
気

軽
に
行
え
る
体
操
を
紹
介
し
ま
す
）

「
伸
ば
そ
う
健
康
寿
命
～
未
病
か
ら

の
取
組
み
」

講
　
師　
公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ

健
康
財
団　
伴
野
裕
生
氏
（
健
康
運

動
指
導
士
）

対
　
象　
県
民
の
方
（
本
研
修
は
、

神
奈
川
県
と
の
共
催
で
す
）

定
　
員　
40
人

申
込
方
法　
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
健
康
福
祉
課　

☎
８
５
丨
７
７
９
０

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
講
座

　
近
年
、
自
殺
者
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
全
国
で
年
間
約
2
万

4
千
人
、
毎
日
約
70
人
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
自
殺
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

現
代
は
ス
ト
レ
ス
を
受
け
や
す
い
環

境
の
中
、
ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
自
分
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
大
切
な

人
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
　
時　
3
月
22
日
㈬

　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場
　
所　
役
場
本
庁
舎
4
階
会
議
室

内
　
容
　
「
大
切
な
い
の
ち
を
支
え

る
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

講
　
師　
湘
南
精
神
保
健
福
祉
士
事

務
所　
所
長　
長
見
英
知
氏
（
精
神

保
健
福
祉
士
）

対
　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

持
ち
物　
筆
記
用
具

そ
の
他　
受
講
者
は
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
さ
く
ら
館　

☎
８
５
丨
０
８
０
０

電
気
自
動
車
に
か
か
る

軽
自
動
車
税
の
免
除
に

つ
い
て

　
町
で
は
電
気
を
動
力
源
と
す
る
軽

自
動
車
を
購
入
し
た
町
民
に
対
し
軽

自
動
車
税
の
免
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
税
務
課

☎
８
５
丨
７
７
５
０

　正月の風物詩となっている第93回東京箱根間往復大学駅
伝競走が21チームの参加により 1 月 2 日・ 3 日に行われま
した。
　 2 日（往路）のゴール後、箱根町園地の特設ステージに
て、箱根の伝統的工芸品である箱根寄木細工を広く全国に
知ってもらうため、寄木で制作したトロフィー・メダルを
町長から往路優勝校の青山学院大学に贈呈しました。

箱根駅伝往路優勝校に
寄木トロフィー・メダルを贈呈

　自分はまだまだ子
どもだなと思うこと
がありますが、成人
を迎えたので自立し
た人になりたいと思
っています。
　親には感謝でいっ
ぱいです。

鈴木 茉妃さん（仙石原） 早狩 捷平さん（湯本）

実行委員会代表のお二人に聞きました。

平
成
29
年

 
箱
根
町

    
成
人
式
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～
新
た
な
る
門
出
を
祝
って
～

　無事に二十歳、成
人を迎えられたこと
を周りの方達に感謝
しています。そろそ
ろ就職を考える時期
になってきましたの
で夢である体育教師
を目指して、これから
も努力していきます。



　
町
民
の
皆
さ
ん
に
平
成
28
年
の
所

得
を
申
告
し
て
も
ら
う
、
所
得
税
の

確
定
申
告
と
町
県
民
税
の
申
告
時
期

で
す
。

　
必
要
な
書
類
を
早
め
に
準
備
し
、

期
限
内
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
小
田
原
税

務
署
ま
た
は
町
の
申
告
会
場
で
、
町

県
民
税
は
町
の
申
告
会
場
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が

必
要
な
方

○
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所

　
得
が
20
万
円
を
超
え
た
方

○
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

　
い
る
方

○
事
業
を
し
て
い
る
方
や
不
動
産
収

　
入
の
あ
る
方　
な
ど

※
公
的
年
金
な
ど
の
年
金
収
入
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
の
他
の
所

得
が
20
万
円
以
下
の
場
合
、
所
得
税

の
確
定
申
告
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、

医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
る
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
は
提

出
で
き
ま
す
。

給
与
や
年
金
か
ら
所
得

税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
る
方

　
次
の
よ
う
な
方
が
確
定
申
告
を
す

る
と
、
所
得
税
が
戻
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
年
末
調
整
に
控
除
が
間
に
合
わ
な

　
か
っ
た
（
年
末
調
整
さ
れ
て
い
な

　
い
）
場
合

対
　
象　
扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料
、

生
命
保
険
料
な
ど
の
控
除
が
年
末
調

整
で
算
定
さ
れ
て
い
な
い
方

申
告
に
要
す
る
も
の　
源
泉
徴
収
票

や
保
険
料
の
支
払
証
明
書
な
ど

○
医
療
費
控
除

対
象
の
医
療
費　
平
成
28
年
中
に
、

本
人
や
本
人
と
生
計
を
共
に
す
る
親

族
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費

控
除
額　
保
険
金
な
ど
で
補ほ

填て
ん

さ
れ

る
分
を
差
し
引
い
た
金
額
か
ら
、
総

所
得
の
５
％
ま
た
は
10
万
円
の
い
ず

れ
か
少
な
い
金
額
を
差
し
引
い
た
額

控
除
限
度
額　
２
０
０
万
円

申
告
に
要
す
る
も
の　
領
収
書
な
ど

※
事
前
に
領
収
書
を
病
院
ご
と
に
集

計
し
一
覧
表
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

一
覧
表
が
な
い
場
合
、
申
告
を
受
け

付
け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

町
県
民
税
の
申
告
が

必
要
な
方

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
や
、

給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得
が

な
く
、
年
末
調
整
さ
れ
て
い
る
方
は
、

原
則
と
し
て
町
県
民
税
の
申
告
は
不

要
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
方
は
町
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

○
昨
年
中
に
所
得
が
な
く
、
家
族
の 

　
税
金
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い

　
方

○
昨
年
中
に
所
得
が
あ
る
が
、
確
定

　
申
告
の
必
要
が
な
い
方

○
そ
の
他
、
町
か
ら
申
告
書
が
送
ら

　
れ
て
き
た
方
で
、
確
定
申
告
の
必

　
要
が
な
い
方

　
主
婦
や
学
生
、
病
気
な
ど
で
所
得

が
な
か
っ
た
方
は
、
そ
の
旨
を
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
申

告
が
な
い
場
合
、
障
害
年
金
の
給
付
、

国
民
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
の

決
定
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
が
不
要
で
も
、

町
県
民
税
の
課
税
に
お
い
て
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
の

あ
る
社
会
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
控

除
以
外
の
各
種
控
除
（
生
命
保
険
料
、

医
療
費
、
扶
養
な
ど
）
を
追
加
す
る

場
合
は
、
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要

で
す
。

申告書は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」でも作成できます。

　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、申告手続きにはマイナンバーの記載と本人
確認書類の写しの添付が必要となります。申告の際は忘れずにご用意ください。

●今年から申告書等にはマイナンバーの記載が必要です

※国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp詳しくは　国税庁    　　　　　　　　　検 索　　
申告・納税・申請全てお任せ e−Tax

所得税と町県民税の
申告相談を実施します

※ 3 /15㈬は、役場分庁舎で「町県民税」
のみ申告の受付を行います。
　所得税の申告(確定申告)の受付はで
きませんので、注意してください。
【受付時間】　

9 時～16時（役場分庁舎は17時まで）
【会場】　
・湯本…役場分庁舎
・温泉…温泉公民館　
・宮城野…宮城野公民館
・仙石原…仙石原文化センター　
・箱根…箱根出張所
　平成29年 1 月 1 日現在で町内に居住
している方のみの受付となります。

　住宅借入金等特別控除の 1年目、平成27年分以前の確定申告、譲渡所得に係る確定申告
は町の申告会場で受付できませんので、小田原税務署で申告してください。

照会先　●税務課☎８5−775０（町県民税、所得税）
　　　　●小田原税務署☎０４65−35−４511（所得税、贈与税、住宅取得控除、消費税）

●小田原税務署　☎0465−35−4511
日時（受付時間）

2 月16日㈭～ 3 月15日㈬の
平日

（ 2 月19日㈰・2 月26日㈰は
開設）　

受付： ８ 時3０分から
相談： 9 時から17時まで

【所得税以外の税目】
・贈与税（納税）　　　 3 月15日㈬まで
・個人事業者の消費税　 3 月31日㈮まで
※詳しくは小田原税務署にお問い合わせください。

●(公社)小田原青色申告会による申告指導（所 
　得税）　☎0465−24−2614

日時（受付時間） 会　場

2 月 1 日㈬～
3 月15日㈬　

9 時～15時
(最終日は1４時
 まで)

青色会館 3 階大
ホール
(小田原市本町 2
−3−2４)

※土曜日はお休みです。
番号確認書類
ご本人のマイナンバーを確認できる書類
●通知カード
●住民票の写し又は住民票記載事項証明書（マイナ
　ンバーの記載のあるものに限る）
　　　　　　　　　　　　　　のうちいずれか 1 つ

身元確認書類
記載したマイナンバーの持ち主であることを確認で
きる書類
●運転免許証　●公的医療保険の被保険者証
●パスポート　●障害者手帳　●在留カード　
●年金手帳　　等　　　　などのうちいずれか 1 つ

日 月 火 水 木 金 土
2 /16 2 /17 2 /1８

湯　本 湯　本 −
2 /19 2 /2０ 2 /21 2 /22 2 /23 2 /2４ 2 /25
− 湯　本 箱　根 箱　根 宮城野 宮城野 宮城野

2 /26 2 /27 2 /2８ 3 / 1 3 / 2 3 / 3 3 / ４
仙石原 仙石原 仙石原 湯　本 温　泉 温　泉 −
3 / 5 3 / 6 3 / 7 3 / ８ 3 / 9 3 /1０ 3 /11
− 仙石原 仙石原 宮城野 宮城野 湯　本 湯　本

3 /12 3 /13 3 /1４ 3 /15
湯　本 湯　本 湯　本 湯本※

申告相談所の開設

次の本人確認書類の写しの添付が必要です

マイナンバーカード
又は

＋
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第
4
回
行
財
政
運
営
を

考
え
る
町
民
会
議

 
　
町
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
町
民

や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞

く
た
め
の
、
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

会
議
は
公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、
傍

聴
希
望
者
は
開
催
時
間
ま
で
に
会
場

へ
来
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時　
2
月
24
日
㈮

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　
　

  （
傍
聴
受
付　
13
時
15
分
～
）

場
　
所　
役
場
本
庁
舎
４
階
第
１
～

３
会
議
室

議
　
題
（
予
定
）

①
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

②
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

照
会
先　
企
画
課
☎
８
５
―
９
５
６
０

プ
レ
マ
マ
・
パ
パ

（
出
産
育
児
）
教
室

日
　
時　
2
月
24
日
㈮

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所　
さ
く
ら
館

内
　
容　
お
産
や
母
乳
育
児
に
つ
い

て
の
話
、
赤
ち
ゃ
ん
の
沐も

く

浴よ
く

実
習

対
　
象　
こ
れ
か
ら
母
親
、
父
親
に

な
る
方

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用

具
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
方
法　
2
月
17
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
子
育
て
支
援
課

☎
８
５
―
９
５
９
５

町
有
地
を
売
却
し
ま
す

　
個
人
の
方
や
法
人
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
町
有
地
を
売
却
し
ま
す
。

入
札
日
時
　

3
月
3
日
㈮
14
時
～

※
受
付
と
事
前
説
明
が
あ
り
ま
す
の

で
、
13
時
15
分
ま
で
に
集
ま
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
入
札
開
始
時
刻
に

遅
れ
る
と
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

会
　
場　
箱
根
町
役
場
本
庁
４
階
第

１
～
３
会
議
室

入
札
参
加
申
込
期
間

○
受
付
期
間

　
2
月
1
日
㈬
～
2
月
17
日
㈮
※
土
・

　
日
・
祝
日
を
除
く
。

○
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15

　
分

○
提
出
先

　
財
務
課
（
直
接
持
参
）

　
※
申
込
書
類
は
財
務
課
に
て
配
布

　
し
て
い
ま
す
。

入
札
保
証
金　
入
札
金
額
の
５
％
以

上
（
入
札
受
付
前
に
箱
根
町
指
定
金

融
機
関
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
）

公
売
物
件

【
物
件
１
】

○
所
在　
箱
根
町
仙
石
原
字
辻
４
７

　
３
番
４
ほ
か
（
１
区
画
）

○
面
積　
３
４
８
．
０
８
㎡　
　
　

（
１
０
５
．
４
７
坪
）

○
最
低
売
却
価
格　
　
８
６
６
万
円

【
物
件
２
】

○
所
在　
箱
根
町
湯
本
字
神
明
町
３

　
４
１
番
５
ほ
か
（
１
区
画
）

○
面
積　
４
６
９
．
６
４
㎡

　
　
　
　
（
１
４
２
．
３
１
坪
）

○
最
低
売
却
価
格　

１
，
８
９
３
万
円

※
物
件
の
詳
細
や
入
札
参
加
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
は
担
当
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

本
件
に
係
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先
　
財
務
課☎

８
５
―
９
５
６
３

「
睡
眠
不
足
と

　
　
　
生
活
習
慣
病
」

 

健
康
講
座
の
お
知
ら
せ

　
睡
眠
不
足
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、

心
と
身
体
の
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
し
ま
い
ま
す
。
心
地
よ
い
睡
眠

を
誘
え
る
よ
う
、
町
で
は
、
ア
ロ
マ

オ
イ
ル
を
使
用
し
た
練
り
香
や
ル
ー

ム
コ
ロ
ン
作
り
の
体
験
と
、
セ
ル
フ

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
体
操
を
行
う
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
毎
朝
気
持
ち
よ
く
目

覚
め
て
、
活
気
あ
る
日
々
を
送
れ
る

よ
う
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
手
軽
に
で

き
る
セ
ル
フ
ケ
ア
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

日
　
時　
３
月
13
日
㈪　
13
時
30
分

～
15
時
30
分
（
受
付
は
13
時
～
）

場
　
所　
さ
く
ら
館　
２
階
会
議
室

講
　
師　
か
な
が
わ
健
康
財
団　
高

垣
茂
子
氏
（
健
康
運
動
指
導
士
）

定
　
員　
30
名
（
先
着
順
）

対
　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
、
お
茶
ま
た
は
水
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
３
月
８
日
㈬
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
さ
く
ら
館　

☎
８
５
―
０
８
０
０

自
治
会
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
が
防
災
備

品
を
購
入

　
自
治
会
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
で
は
、
各
地
域
の
防
災
活
動
の
充

実
を
図
る
た
め
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

に
よ
る
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し

て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
ハ
ン
ド
メ
ガ
ホ
ン
を

購
入
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
整
備
に
よ
り
、
各
地
域
の

防
災
機
能
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

照
会
先　
総
務
防
災
課

☎
８
５
―
９
５
６
１

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

募
集
中
！！

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
女

が
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
、
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
均
等
に
活
躍
で
き

る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
内
閣
府
で
は
、
「
男
女
共

同
参
画
」
と
い
う
言
葉
に
も
っ
と
親

し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
形
式
　
「
女
性
も
男
性
も
、
自

ら
の
意
思
に
よ
り
個
性
と
能
力
を
発

揮
し
て
活
躍
で
き
る
職
場
を
作
る
た

め
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」を
テ
ー
マ
に

し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ（
文
字
数
等

特
段
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
が
、
個
人
に
よ
る
、
未
発
表
の

自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
期
間
　

2
月
28
日
㈫
ま
で
（
必

着
）

応
募
方
法
　
男
女
共
同
参
画
局
サ
イ

ト
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
ペ
ー

ジ
か
ら
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w

w
.gender.go.jp/

week/week.html

に
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。

※
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、

平
成
29
年
度
の
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
広
報
啓
発
活
動
（
ポ
ス
タ
ー
等
）

に
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
6
月
の
男
女

共
同
参
画
週
間
期
間
中
に
男
女
共
同

参
画
担
当
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
予

定
で
す
。

照
会
先　
企
画
課☎

８
５
―
９
５
６
０

バス停名称の変更
　箱根登山バスのバス停留所の名称
が３月４日㈯より次のとおり変更さ
れます。

当該停留所 変更後の名称

箱　根　町 ▶ 箱根町港

元　箱　根 ▶ 箱根神社入口

宮城野支所前 ▶ 宮城野営業所前

照会先　箱根登山バス株式会社
☎０４65−35−12０1
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　お正月は、新年の始まりを祝う明る
い空気の中、日本の美しさやすばらし
い伝統文化を身近に感じることができ
る季節です。箱根町のお正月はこんな
風景を見ることが出来ます。ちょっと
覗いてみましょう。

お正月の風景

◆郷土資料館では毎年１月初旬に「お正月を楽しむ会」を開催
しています。今年は１月5日に行われました。このイベントは
餅入りの七草がゆを無料で振る舞ったり、日本の伝統的な正月
遊びである、かるたとりやこま回し、羽根つきなどの体験がで
きます。今年も多くの方が来場し、やさしく温かい七草がゆに
舌鼓を打っていました。

◆箱根関所のお正月は松を使わない門
松を展示していました。黒塗りの門に
緑が映えます。

◆お正月といえば書き初め。
心を落ち着かせて文字に思い
をのせていきます。
（裏表紙に関連記事）



消
防
の
仕
事
No.11 

　
第
11
回
は
、
応
急
手
当
普
及
講
習

会
の
開
催
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

♥
「
あ
な
た
の
勇
気
あ
る
行
動
が
大

切
な
人
の
命
を
救
い
ま
す
！
」

　
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
現
場
に

居
合
わ
せ
た
人
が
応
急
手
当
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
病
気
や
け
が
の
悪
化

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
応
急
手
当
を
習
得
し
て
頂
く
た

め
に
、
毎
月
、
普
通
救
命
講
習
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
47
回
の

講
習
会
を
開
催
し
、
７
４
５
人
の
方

が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
応
急
手
当
普
及
講
習
会
の
種
類
や

内
容
と
推
奨
す
る
受
講
対
象
者
は
表

の
と
お
り
で
す
。

※
い
ず
れ
も
受
講
料
は
無
料
で
す
。

◆
次
の
よ
う
な
受
講
方
法
も
あ
り
ま

す
。

①
イ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ (e-leaning) 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
事
前
講

　
習
を
修
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
普

　
通
救
命
講
習
が
１
時
間
短
縮
さ
れ

　

ま
す
。（
詳
し
く
は
消
防
署
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

②
分
割
講
習

　

普
通
救
命
講
習
（
４
時
間
）を
２

　

時
間
の
２
回
に
分
け
て（
概
ね
１

　
か
月
以
内
）
受
講
が
可
能
で
す
。

③
組
み
合
わ
せ
受
講

　
救
命
入
門
コ
ー
ス
（
90
分
間
）
と

　
実
技
救
命
講
習
（
2
時
間
）
に
よ

　
り
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
と
同
等
の
修

　
了
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

◆
皆
さ
ん
が
集
ま
る
場
所
へ
職
員
が

出
向
い
て
指
導
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

♥「
応
急
手
当
を

学
ん
で
、救
え
る

命
を
救
い
ま
し
ょ

う
！
」

種類 講習内容 講習時間 対象者
普通救命

講習Ⅰ
成人に対する心
肺蘇生法、異物
除去法、止血法

3 時間 住民の方など

普通救命
講習Ⅱ

成人に対する心
肺蘇生法、異物
除去法、止血法、
筆記試験

４ 時間
特に旅館・ホテルな
ど不特定多数の方
が出入りする施設
の従業員の方など

普通救命
講習Ⅲ

小児、乳児、新生
児に対する心肺
蘇生法、異物除
去法、止血法

3 時間
特に小児、乳児、新
生児に接する機会
が多い方や住民の
方など

上級救命
講習

成 人 、小 児 、乳
児、新生児に対
す る 心 肺 蘇 生
法、異物除去法、
止血法、傷病者
管理法など

８ 時間
特に普通救命講習
受講経験のある方
など

救命入門
コース

成人に対する心
肺蘇生法の概略 9０分間

時間の都合により
普通救命講習が受
講できない方や将
来的に普通救命講
習の受講を希望す
る方

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
第
6
回

〜
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
つ

く
る
地
球
と
体
に
優
し

い
お
料
理
教
室
〜 

 

　
地
球
や
地
層
に
見
立
て
た
お
菓
子

を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
動

物
性
食
品
、
乳
製
品
、
添
加
物
、
化

学
調
味
料
の
入
っ
て
い
な
い
食
材
・

調
味
料
を
使
用
し
ま
す
。
お
菓
子
を

食
べ
な
が
ら
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅

力
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
お
子
様

連
れ
で
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
時　
２
月
10
日
㈮
13
時
30
分
～

15
時
30
分
（
受
付
13
時
15
分
～
）

講
　
師　

Aom
ugi

料
理
教
室　
前

之
園
知
子
氏

集
合
場
所　
小
田
原
市
川
東
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ 

「
食
の
創
作

室
」
（
小
田
原
市
中
里
２
７
３
―
６
）

メ
ニ
ュ
ー　
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
ケ
ー

キ
、
苺
の
ム
ー
ス
、
紫
芋
の
ジ
ャ
ム

サ
ン
ド
ク
ッ
キ
ー

参
加
費　
１
，
５
０
０
円
（
材
料
費
、

お
茶
付
）

締
　
切　
２
月
８
日
㈬
（
定
員
20
名
）

申
　
込　
事
前
予
約
制　
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務

局
に
お
電
話
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
☎
８
５
―
９
５
６
０

kikakuka@
tow

n.hakone.
kanagaw

a.jp

や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎８5−9565）に相談を。
猫犬
捨東日本大震災義援金は平成29年 3 月31日㈮まで受け付けています。受付総額は平成29年1月1８日現在、８7,6０４,４32円です。
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　一貫教育では、“共有と個性化”
をキーワードにそれぞれが特色ある
園・学校づくりに取り組んでいます。
　今回は、その一例として、湯本小

学校の『美術あふれる学校』として校内に展示してい
る児童の美術作品を、次のとおり展示しています。
　見応えのある作品ですので、ぜひ、ご覧になってく
ださい。	
展示期間： 2 月14日㈫まで
展示場所：役場本庁舎　住民ホール

　箱根ジオパークのジオサイト紹介も箱根、
真鶴、湯河原と続き、次は小田原の７か所の
ジオサイトを回っていきます。
　はこジ郎が今回訪れたのは、昨年3月に江
戸城石垣石丁場跡の一つとして国指定史跡と
なった「早川石丁場群」です。
照会先　企画課☎８5−956０

　さ～て今回からは小田原エリアのジオサイトを巡っていくよ！小田原というと城下町だから歴史のイメージが強い地域
だけど、実はその背景にはやっぱり箱根火山などの地形・地質が隠れているんだよ。ジオの視点で小田原を見つめていく
と面白いことがたくさん発見できそうだな～♪
　今回は最近、国の指定史跡となった早川石丁場群に行ってきたよ。小田原市内で国指定史跡になったのは小田原城跡、
石垣山に次いで 3 つ目だよ。江戸時代のはじめにこの石丁場で切り出された石材がどこに運ばれたかというと、実は江戸
城の石垣に使われたんだよ。東京と小田原は今では新幹線であっという間だけど、当時小田原から江戸まで大きな石を運
ぶのは大変だったろうな～。なんでそこまでしないといけなかったのかというと、江戸は関東平野の中心で周囲に石材と
して使える岩石が少なかったんだ。江戸から近くて、良い石材がたくさん手に入る場所として、小田原～真鶴～伊豆半島
の地域が注目され、この地域にたくさんの石丁場が設けられたんだって。たしかにお城をつくるには大量の石材が必要だ
けど、東京近辺には火山がないもんね。だけど小田原の背後には箱根火山があって、良質の安山岩があるもんね。おまけ
に大きな石の塊を陸路で江戸まで大量に運ぶのは大変だけど、この地域だと早川と相模湾を筏

いかだ

や船で運搬すれば、たくさ
ん運べるもんね。つまり、この地域は良質の石材がたくさんあって、さらに水運の便が良い場所だったということだね。
　この早川石丁場群では、安山岩の巨岩を掘り出し、切り出し、整形、運
搬といった一連の作業工程が残っており、貴重な遺構なんだって。山の斜
面に留まっている大石を、ノミで石の割れる節目に矢穴をあけ、そこに水
を含めた樫の木、また鉄のくさびを入れてゲンノウで叩いて石を割り、加
工した石を石

い し

曳
び き

道
み ち

を使って麓まで下ろしたんだって。岩石は、3０～23万年
前に噴出した箱根火山の厚い外輪山溶岩が崩れて地下に埋もれたものだよ。
　この遺構は、広域農道の建設に伴う発掘調査で出てきたんだって。丁場
跡を保存するために当初の道路の構造設計を変更して橋でまたぐ形にして
遺構を保存したんだって。これからも大切に守って、貴重な遺産を残して
いかないとね。

小さな穴が一列に並んだ矢穴の跡のある石
も残る

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』 乗り入れ・出前授業編

　一貫教育では、系統性を持って、人を育てることが大切な目的のひとつです。その手段として「乗り入れ授
業」※ 1や「出前授業」※ 2を実施しています。
　「乗り入れ授業」では、小学校と中学校の兼務発令がなされた箱根中学校の音楽科教員が、毎月 ３回ほど小
学校を訪問して授業を行っています。これにより小学校においても専門的な音楽指導が受けられます。また、
ＴＶ会議を活用して、 ５・ ６年生の音楽の合同授業も行いました。昨年10月には、中学校の文化活動発表会の
場において、 ３小学校の ６年生と中学生が合同で合唱を行いました。
　「出前授業」では、社会科・理科・美術科・体育科・技術家庭科の教員が小学校 ６年生を対象に各小学校で
授業を行っています。また、箱根中学校へ入学するすべての児童に一貫した指導を提供し、中 1ギャップの緩
和を図ることを目的として、町内の私立恵明学園小学校の児童へも出前授業を行っています。
　この「出前授業」を通じて、児童は、中学校の教員による専門的な指導を受けられるだけではなく、小学校
の教員が、児童・生徒指導のノウハウを知ることにより、指導の在り方についても共通理解を図っています。
　また、幼稚園・幼児学園・保育園の子どもたちも、中学校の英語科教員から英語の歌を学んでいます。

《乗り入れ授業》
箱根中学校の羽入田音楽科教諭が湯本小学校へ

《出前授業》
箱根中学校の砂川社会科教諭が仙石原小学校へ

※1 ≪乗り入れ授業≫・・・小中学校の教員兼務発令がされた教員が、継続的な授業を行う。
※2 ≪出前授業≫・・・小中学校の教員兼務発令がされていない教員が、単発的に授業を行う。

トピックス



日 月 火 水 木 金 土
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こども・幼児
水泳教室A

₅ ₆ 7 8 9 10 11

こども・幼児
水泳教室B 休館日 出張体操教室① おとな

水泳教室
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水泳教室A
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水泳教室B 休館日 出張体操教室④ こども・幼児

水泳教室A

クイズ

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー（
２
月
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日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
来
月
の
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定
も
一
部
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
次
号

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

赤ちゃん誕生（誕生証書12月発行分） 社会教育センター図書室から
《蔵書点検による図書室休室と移動図書館巡回休止》

学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育支援室☎85ー7776へ !

　社会教育センター図書室は、蔵書点検作業のた
め、 2 月12日㈰から27日㈪まで、臨時休室（社会
教育センターの休館日を含む）し、あわせて移動
図書館「きつつき号」も巡回を休止します。
　また、仙石原公民館の図書室も、 2 月22日㈬・
23日㈭に点検作業を行うため、臨時休室します。
　休室期間中は、図書の閲覧・貸し出し、図書室
への入室ができません。
　返却は、社会教育センター玄関横のブックポス
トを利用してください。
　蔵書点検作業は毎年一回、図書室で所蔵してい
る本とデータを照合し、確認する作業です。ご不
便をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願いし
ます。

場　所 日　時
役場本庁駐車場

2 / 3 ㈮

12：35～12：5０
湯本小学校 13：００～13：3０

湯本幼児学園 13：5０～1４：2０
町社会福祉協議会 1４：3０～1４：４5

さがみ信用金庫湯本支店前 1４：5０～15：０5
箱根幼稚園

2 / 1 ㈬

9 ：2０～ 9 ：４０
畑宿寄木会館 1０：００～1０：15

湯本茶屋（静観荘駐車場) 1０：3０～1０：４5
山崎集会所 11：００～11：15

箱根の森小学校

2 / 2 ㈭

13：００～13：3０
温泉幼稚園 13：４5～1４：０5

姫之湯 1４：15～1４：3０
強羅向山公園駐車場 1４：４5～15：００

宮城野保育園 15：1０～15：４０
さくら館

2 / ８ ㈬

1０：４5～11：００
宮城野公民館 11：1０～11：25
箱根中学校 12：5０～13：０5

元箱根集会所 13：４5～1４：００
箱根集会所 1４：1０～1４：25

仙石原小学校

2 /1０㈮

13：００～13：3０
アレンジメントケア箱根仙石原 13：４０～13：55

仙石原幼児学園 1４：1０～1４：４０
仙石原文化センター 1４：55～15：1０

※巡回予定は変更になる場合があります。
照会先　社会教育センタ−☎８2−269４

移動図書館きつつき号 巡回予定表
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【さくら館温水プール水泳教室】  
◎おとな水中運動教室／おとな水泳教室 
実施時間　1４時～15時／1８時3０分～19時3０分
対　象　大人（中学生以上）
受講料　 1 回券7００円、フリーパス2,０００円、1０回券7,０００円
◎こども・幼児水泳教室
実施時間　Aこども：1０時～11時、幼児：13時～1４時
　　　　　Bこども：13時～1４時、幼児：1０時～11時
対　象　こども：小学生、幼児： 3 歳～未就学児（要オムツ離れ）
受講料　 1 回券４００円、フリーパス1,０００円、1０回券４,０００円
◎共通
持ち物　水着、水泳帽、タオルなど遊泳に必要なもの
入場料　大人3００円、中学生以下1００円　
　　　（障がいのある方、未就学児は無料）
参加方法　開始時間の1０分前までにプール受付に集合してください。
※受講者多数により参加できない場合があります。
その他　プールの利用時間は 9 時～2０時です。
　　　（入館は19時3０分まで）
照会先　さくら館☎８5−０８００

【出張体操教室】
①仙石原文化センター和室　 
　　1０：００～11：3０ 1４：００～15：3０
②社会教育センター軽スポーツ室 
　　1４：００～15：3０ 1８:3０～2０：００
③さくら館機能訓練室 
　　1０：００～11：3０ 1４：００～15：3０
④郷土資料館学習室 
　　1０：００～11：3０ 1４：００～15：3０
対　象　16歳以上  
講　師　㈱東京体育機器　荻原氏 
内　容　ヘルシー体操（軽運動とストレッチを合
　　　わせた体に優しい体操です） 
持ち物　運動のできる服装、タオル、室内運動靴 
※室内運動靴は、仙石原文化センターと郷土資料
館では必要ありません。  
参加方法　参加費は無料です。会場にて講師に直
　　　接声をかけてください。
照会先　教育委員会生涯学習課☎８5−76０1

おくやみ（ 12/19～2017.1/18受付分）

山
や ま

本
も と

　陽
ひ

詩
な た

ちゃん 11/22 義斗 さん 二ノ平　
川
か わ

村
む ら

　奏
か な

朝
と

ちゃん 11/3０ 儀光 さん 仙石原　
石
い し

橋
ば し

　天
あ ま

羽
は

ちゃん 12/1０ 貴文 さん 仙石原
植
う え

田
だ

　一
は じ め

　ちゃん 12/12 敏 さん 仙石原

内田起のゑさん 12/2０ 92歳 湯本茶屋
播摩ヤス子さん　 12/21 ８４歳 強 羅
川口　秀雄さん 12/25 9０歳 仙 石 原
佐須シナエさん 12/2８ 75歳 湯 本
大高　良一さん 1 / 1 7８歳 宮 城 野
佐藤　大吉さん 1 / 6 69歳 仙 石 原
杉山　敏子さん 1 / 7 75歳 宮 城 野
小林　光江さん 1 /11 ８7歳 強 羅
小林　泰子さん 1 /13 ８０歳 元 箱 根
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　正解者の中から抽選で 3 人の方に図書カー
ドをプレゼントします。
【問題】自殺の危険を示すサインに気づき、
適切な対応を図ることができる、言わば「命の
門番」とも位置付けられる人のことを「○○○
○○○○」といいます。町では 3 月22日に養成
講座を開催します。この○○○○○○○に入る
文字を答えてください。カタカナ７文字です。
応募方法　はがきに答え、住所、氏名、年齢、
　　　電話番号を明記し、応募してください。
※町内在住の方のみ、 1 人 1 通応募できます。
（町ホームページからも可）
応募期限　 2 月1０日㈮　当日消印・着信有効
応募先　〒25０−０39８　箱根町企画課
1 月号の解答　「文化財防火」
当選者　舞原　玉枝さん（元箱根）
　　　　市川　有作さん（仙石原）
　　　　半澤ハルヨさん（仙石原）
★当選おめでとうございます。

箱
根
探
訪
会

「
ジ
オ
か
ら
探
る

　
　湯
本
温
泉
の
歴
史
」

　
歴
史
あ
る
湯
本
温
泉
の
周
辺
に
は

ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
た

ど
り
な
が
ら
、
湯
本
温
泉
の
歴
史
と

の
意
外
な
関
係
を
探
り
ま
す
。

日
　
時　
3
月
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９
時
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分
（
雨
天
中
止
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集
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郷
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解
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湯
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駅
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徒
歩
で
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に
な
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ま
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主
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熊
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神
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横
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早
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選
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参
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０
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保
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昼
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含
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福
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ま
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２
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・
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2
月
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申
込
・
照
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６
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車
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台

◎
仙
石
原
地
区
対
抗
懇
親
ゴ
ル
フ
大

　
会　
竹
内　
勝
様

１
万
９
千
７
４
０
円

◎
菊
川　
正
治
様

お
む
つ
、
衣
類

相続登記を忘れずに
　土地や建物の不動産の所有者が亡
くなった場合には「相続による所有
権移転」の登記を法務局に申請する
必要があります。なお、登記申請に
関する窓口相談は、予約制です。
問合せ・予約先　横浜地方法務局西
湘二宮支局☎０４63−7０−11０2（直通）



すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎8５−9５9５

◆ 4か月児健康診査／10か月児健康診査
日　時　 2 /22㊌12：４０～13：００受け付け
対　象　 ４ か月児：平成2８年1０月生まれの乳児
　　　　1０か月児：平成2８年 3 月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ(1０か月児のみ)
◆ 1歳 6か月児健康診査／ 3歳 6か月児健康診査
日　時　 2 /22㊌13：００～13：2０受け付け
対　象　 1 歳 6 か月児：平成27年 ８ 月生まれの幼児
　　　　 3 歳 6 か月児：平成25年 ８ 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
◆ 2歳・ 2歳 6か月・ 3歳児歯科健康診査
日　時　 2 /1０㊎13：００～13：3０受け付け
対　象　平成26年 1 月・ 7 月、平成27年 1 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆育児教室（たんぽぽの会）
日　時　 2 /21㊋ 9 ：４5～11：４5
対　象　 7 か月～ 3 歳までの乳幼児とその保護者
※ 1 週間前までに電話で申し込んでください。
◆離乳食教室（さくらんぼ教室）
日　時　 2 /16㊍13：3０～15：００
対　象　 3 ～1８か月頃の乳幼児とその保護者
※ 1 週間前までに電話で申し込んでください。　
○場所はいずれもさくら館です。

やまなみ荘コーナー
照会先　健康福祉課☎8５−7790

●趣味の教室（書道）
日　時　 2 / 3 ㊎・17㊎1０：００～12：００
対　象　町内在住の6０歳以上の方
※開催日が変更になる場合があります。
●健康相談
日　時　 2 / 3 ㊎13：００～13：3０受け付け
内　容　健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定
　　　など
対　象　町内在住の6０歳以上の方

夜間診療ができる病院などについては､消防署（☎ 82−4511）に問い合わせてください｡住民の方は窓口で申し出れば、町立観光施設・郷土資料館の入館料が無料になります。
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催　し
歩く会

早雲寺と石橋山古戦場
コース

[12㎞]※帰路 早川駅からＪＲ利用

日　時　 2 月1０日㈮ 9 時2０分
　　　（中止の場合は15日㈬）
集合場所　箱根湯本駅　
　　　湯本茶屋～白銀林道～佐奈田霊社
　　　～早川駅
会　費　5００円(保険料他)
※初参加の方は別に5００円が必要です。
照会先　箱根町歩く会会長　村上東司

☎８5−67８８
※当日開催の有無は☎８5−67８８で確認し
てください。音声メッセージが流れます。
電話がかけられる時間は、前日の17時か
ら当日の 9 時までです。

森のふれあい館
シイタケのホダ木作り

体験教室
　長さ3０㎝のクヌギの原木に、ドリルで
穴を開けて菌を打ち込むシイタケのホダ
木り作りを体験しませんか。
期　間　 2 月 1 日㈬～ 3 月12日㈰の 9 時
　　　～15時
材料費　 1 本15０円(3０㎝)
その他　菌打ち込み済みホダ木（9０㎝）を
　　　 1 本８００円で、 1 年間管理したホ
　　　ダ木は、 1 本1０００円で販売します。
　　　（売り切れ次第終了）　　
照会先　森のふれあい館☎８3−6００6

普通救命講習
日　時
①普通救命講習Ⅰ（ｅ-ラーニング）
　 2 月2０日㈪ 9 時～11時
②普通救命講習Ⅱ
　 2 月25日㈯ 9 時～13時
内　容　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
　　　を用いた心肺蘇生法および止血法
　　　（①はインターネットによる事前
　　　講習により講習時間が短縮されま
　　　す。②は実技と筆記の効果測定を
　　　含む）
場　所　消防本部体育訓練室
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤の
　　　方
定　員　各2０人（申込順）

その他　修了者には修了証を発行します。
※他にもさまざまな応急手当普及講習の
方法がありますので、問い合わせてくだ
さい。
申込・照会先　消防署警備課救急係　

☎８2−４511

案　内
身体障がい者の補装具
相談会（更生相談会）

日　時　 2 月13日㈪13時～15時
　　　（受け付けは1４時まで）
場　所　小田原市保健センター
　　　（小田原市酒匂 2−32−16）
内　容　肢体不自由障がい者の補装具交 
　　　付、修理相談
※希望する方は 2 月1０日㈮までに連絡し
てください。
照会先　健康福祉課☎８5−779０

心配ごと相談
日時・場所
・ 2 月 6 日㈪　さくら館
・ 2 月 ８ 日㈬　箱根出張所
13時3０分～15時3０分
内　容　生活、人権、教育に関する相談、
　　　国や県への要望など
相談員　民生委員児童委員、人権擁護委
　　　員、学校教育指導員、総務省行政
　　　相談委員
※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　健康福祉課☎８5−779０

福祉相談会
日時・場所
・ 2 月 9 日㈭役場分庁舎 ４ 階第 7 会議室
　（☎８5−779０）
・ 2 月23日㈭さくら館（☎８5−０８００）
いずれも1０時～12時
対　象　身体・知的・精神障がい者およ
　　　び家族の方
内　容  社会福祉士など専門家による面
　　　接相談、電話相談
照会先　健康福祉課☎８5−779０

高次脳機能障害専門相談
日　時　 3 月 3 日㈮1４時～15時3０分
場　所　おだわら障がい者総合相談支援
　　　センター （小田原市久野115− 2
　　　おだわら総合医療福祉会館 1 階）

対　象　高次脳機能障がいの方およびご
　　　家族、支援者
照会先　おだわら障がい者総合相談支援
　　　センター　☎０４65−35−525８

小田原保健福祉事務所
各種相談日・講演会

○エイズ相談・検査　 3 月15日㈬ 9 時～
　11時
○精神保健福祉相談　 2 月21日㈫・23日
　㈭13時3０分～16時3０分
○認知症相談　 3 月 3 日㈮13時3０分～16
　　時3０分
○療育歯科相談　 2 月23日㈭ 9 時～11時
　3０分
※予約制です。相談を希望する方は、前
日までに連絡してください。
○講演会
日　時　 2 月 ８ 日㈬1４時～16時3０分
　　　（受付：13時3０分～）
場　所　小田原合同庁舎 3 階 3 ＥＦ会議
　　　室
テーマ　おひとりさまの終活～安心して
　　　生まれ、暮らし、最期を迎えるた
　　　めに～
講　師　ノンフィクションライター　中
　　　澤まゆみ氏
定　員　1００人
申込方法　 2 月 6 日㈪までに電話で申し
　　　込んでください
申込・照会先　小田原保健福祉事務所保
　　　健予防課・保健福祉課☎０４65−32
　　　−８０００（内線3237：療育歯科相談・
　　　内線32４2：その他の相談・検査・
　　　内線3233：講演会）

　レタスは和名を「ちしゃ」といい、
（玉）レタスから、結球しない、サニー
レタスやサラダ菜などさまざまな種類があります。
栄養は、β―カロテンなどのビタミン類や食物繊維、
カルシウムなどが含まれています。選び方のポイン
トは丸みがあり葉の巻きがやわらかくふんわりして
いて、大きさに比べて軽いものを選びましょう。
●材料（大人 4人分）
ごはん（ 1 人15０ｇ）6００ｇ
レタス　　　 1 個
食塩　　　　小さじ 1 / 5
トマト　　　中 1 / 2 個
しらす　　　４０ｇ
青じそ　　　 ４ 枚
　　しょうゆ　　大さじ 1
　　オリーブ油　大さじ 1
炒りごま（白）　大さじ 1
焼き海苔〈ちぎっておく〉 1 / 2 枚
●作り方
①　レタスを 3 ㎝長さの太めの千切りにして、食塩
　　をふり混ぜる。
②　トマトの皮とヘタを取り除き、一口程の大きさ
　　に切る。青じそは千切りして、水にさらした後、
　　水気をふきとる。
③　しらすを、熱湯にサッと通して、水気を切って
　　おく。
④　①の水気をしぼり、ごはんを加えて混ぜて茶碗
　　によそり、②と③を盛り付けて、よく混ぜ合わ
　　せた★をかける。
⑤　最後にごまと焼き海苔を盛る。

レタスの
さわやか丼

今月の‘旬’
レタス、ハクサイ、イチゴ（ハウス栽培）、サバ、清
見など

今
月
の
納
期

2 月28日㈫納期限

国民健康保険料（第 9 期）
介護保険料（第 9期）
後期高齢者医療保険料（第 8期）

照会先　保険年金課☎８5−956４

旬を知っておいしく食べよう♪

栄養満点 !　旬レシピ

　国民健康保険料については、夜間・休日も、納付書裏
面記載のコンビニエンスストアで支払いができます。
（納期限が過ぎている納付書では納付できません。）
　納期限が過ぎているもので、納め忘れの方は、至急役
場本庁会計課・出張所または金融機関でお納めください。
　口座振替を希望される方は、連絡してください。

★
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　当番医は変更になる場合がありますので、必ず消防署
(☎８2−４511）に確認してください。

診療時間　9：30～17：00
当番日 当番医 所　在 電話番号
2 / 5 箱根医院 湯　本 ８5−52００

12 郷医院箱根小涌園診療所 二ノ平 ８2−2672
19 土屋医院 湯　本 ８5−5０3４
26 仙石原永井医院 仙石原 ８４−８295

休日急患（医科）

※ 2 /11㊏は小田原市休日夜間急患診療所（小田原市酒匂 2
−32−16／☎０４65−４7−０８23）を利用してください。診療時
間は ８：3０～11：3０、13：００～15：3０、1８：００～22：００です。



ふれあいひろば
●町ホームページ内「写真ニュース」でも地域の話題を配信中!

環境先進観光地
　　　　　―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!
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町の人口と世帯

●人口　11，648人
　男　5，552　 女　6，096
●世帯　 6，166

ー 1月 1日現在ー

● 1 /17（さくら館）

● 1 /18 （温泉幼稚園）● 1 /25 （強羅）

● 1 /12 （湯本）
にこにこ  きゃっきゃっ

漢字も書けるよ♪　～書き初め～文化財を守る

七色のアーチ

　 1 月17日　さくら館にて育児教室「たんぽぽの会」が開催さ
れました。子どもたちの楽しそうな声にお母さんたちも顔も自
然とほころびます。子どもたちの目には新たな年がどんなふう
に映っているのかな。元気にすくすく育っていってくださいね。

　 1 月1８日　温泉幼稚園にて書き初めが行われました。筆や半
紙、文鎮や墨、普段見慣れない道具に興味津々の園児たち。講
師の安藤さん（写真中央）の指導のもと、今年の干支である
「とり」の文字を一生懸命書きました。文字を書くのって楽し
いね♪

　文化財防火デーにあわせ、町でも防火訓練を行っています。
今年は国の登録文化財である「神山荘」（強羅）で訓練を行いま
した。貴重な文化財を、後世に残していくため、保全や保護に
努めていきましょう。

　消防出初式の最後に行われる早川への一斉放水。箱根のお正
月の風物詩です。当日は大変天気が良く、放水が始まると虹も
姿を見せました。色鮮やかな美しい光景に、目を奪われたひと
時でした。
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みんなでシェアして、低炭素社会へ。
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